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profession），準専門職（the semi-professions），新専門職（the new professions），確立専門職
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　さて，70 年代アメリカで論じられた「脱専門職化論」は，日本では 1990 年代以降に取り上
げられることになる。70 年代の議論は，専門職が組織に雇用され伝統的な自律性が奪われ労
ソーシャルワーカーの現代的専門職像に関する一考察　（竹森美穂）
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1 ）　 竹内（1971）は 28 人の研究者の定義を整理し，18 項目の属性に整理した表をまとめている。この
うち，上位 6項目をここでは専門職の属性の中核的なものとして紹介している。
2）　 Collins, R（＝1984）や Jarausch, K. H（＝2000）なども，高等教育と専門職の社会階層化につい
て述べている。
 Collins,  R  （1979）  THE  CREDENTIAL  SOCIETY  a  historical  sociology  of  education  and 
stratification, Academic Press, Inc.（＝1984，新堀通也監訳『資格社会 ― 教育と階層の歴史社
会学 ―』有信堂．）
 Jarausch,  K.  H  （1983）  The  Transformation  of  Higher  Learning  1860-1930 　Expansion, 
Diversification, Social Opening, and Professionalization in England, Germany, Russia, and the 
United States, Ernest Klett. Stuttgart.（＝2000，望田幸男・安原義仁・橋本伸也監訳『高等教育























7）　 日本社会福祉士会会員専用ホームページによると，組織率は 1995 年の 53.9% をピークに低下し続
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